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追補 1 のまえがき 

この JIS A 8111 の追補 1 は，産業標準化法に基づき，経済産業大臣が JIS A 8111:2001 を改正した内容

だけを示すものである。JIS A 8111:2001 は，この追補 1 の内容の改正がされ，JIS A 8111:0000 となる。 
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日本産業規格（案）       JIS 
 A 8111：0000 
 

土工機械－アワメータ 
（追補 1） 

Earth-moving machinery - Hour meters  
（Amendment 1） 

 
追補 1 の序文 

この追補は，1997 年に初版として発行された ISO 12511 に対して，2021 年に発行された Amendment 1 を

基に，技術的内容を変更することなく JIS A 8111:2001 の追補 1 として作成した日本産業規格である。 

JIS A 8111:2001 を，次のように改正する。 

 

1.（適用範囲）の備考を，次の文に置き換える。 

備考 この規格の対応国際規格を，次に示す。 

なお，対応の程度を示す記号は，ISO/IEC Guide 21 に基づき，IDT（一致している），MOD（修

正している），NEQ（同等でない）とする。 
ISO 12511:1997 Earth-moving machinery－Hour meters ＋Amendment 1:2021（IDT） 

2.（引用規格）の全文を，次の文に置き換える。 

2. 引用規格 次に掲げる引用規格は，この規格に引用されることによって，その一部又は全部がこの規

格の要求事項を構成している。これらの引用規格のうち，西暦年を付記してあるものは，記載の年の版を

適用し，その後の改正版（追補を含む。）は適用しない。西暦年の付記がない引用規格は，その最新版（追

補を含む。）を適用する。 

JIS A 8308 土工機械－基本機種－識別及び用語 
備考 ISO 6165, Earth-moving machinery -- Basic types -- Identification and vocabulary が，この規格と

一致している。 
JIS A 8316-1，土工機械及び建設用機械－内部電源形機械の電磁両立性（EMC）－第1部：典型的な電

磁環境条件下でのEMC一般要求事項 
備考 ISO 13766-1, Earth-moving and building construction machinery－Electromagnetic compatibility 

(EMC) of machines with internal electrical power supply －Part 1: General EMC requirements under 
typical electromagnetic environmental conditions が，この規格と一致している。 

JIS A 8340-1:2022，土工機械－安全－第 1 部：一般要求事項 
備考 ISO 20474-1:2017, Earth-moving machinery－Safety－Part 1:General requirements が，この規格
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と一致している。 

3.（定義）の第一文を，次の文に置き換える。 

3. 用語及び定義 この規格で用いる主な用語の定義は，JIS A 8308 によるほか，次による。 

ISO 及び IEC は，標準化において使用するための用語データベースを次のアドレスに整備している。 

－ ISO Online browsing platform は，https://www.iso.org/obp から利用可能である。 

－ IEC エレクトロペディアは，https://www.electropedia.org/から利用可能である。 

3.1（アワメータ）の第一文を，次の文に置き換える。 

3.1 アワメータ（hour meter） 土工機械が稼動した総運転時間を計測するためのシステム。 

4.1 の第一文を，次の文に置き換える。 

4.1 アワメータは，エンジンが始動したとき，又は機械が蓄積エネルギーを消費して作業を行っている

ときに作動し，エンジン又はエネルギーの消費が停止するまで作動し続けるものとする。 

4.2 の第一文を，次の文に置き換える。 

4.2 アワメータは，実際の総運転時間を記録し，エンジン回転速度又は蓄積エネルギーの消費速度によ

る重み付けを与えてはならない。 

4.6 の文末に，次の文を追加する。 
アワメータの表示は，他のディスプレイに組み込まれてもよい。 

4.7 の文末に，次の文を追加する。 
アワメータを機械に搭載する場合は，JIS A 8340-1:2022，4.16 に従わなければならない。 

4.9 の第一文を，次の文に置き換える。 

4.9 アワメータは，容易に取り外されないように設計及び製造しなければならない（例えば，取り外すた

めには工具が必要）。アワメータの積算時間は，修正できないように保護されていなければならない。 

4.10 の後に，4.11 及び 4.12 として次を追加する。 

4.11 アワメータは，次のいずれかとして JIS A 8316-1 に従わなければならない。 
－ 機械に統合された部品 
－ 意図して市場に機械と別個に出荷される場合は，電気･電子アッセンブリ（ESA） 

備考 JIS A 8316-1 では，ESA を試験する場合，機械レベルで組み合わせたときの最終システムの完全
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性も試験することを推奨している。 

4.12 アワメータの読み取りが内蔵型の場合は，アワメータ本体の外側に次をマーキングしなければなら

ない。 
－ 商標名又は製造業者の記号 
－ アワメータの型式 
－ シリアル番号又はバッチ番号 

このマーキングは明瞭，判読可能で，かつ，消えないものとする。 

5.（表示）の全部を，削除する。 

附属書（参考）の全部を，削除する。 
 




